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今金町民憲章

。民主主穫に徹Lて金，舌を合理化して近代的な町lこuたLまLょう.
0 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。
。後離をみが~造業白開発に努め盟かな町にいたしましょう 。。誼聾をたかめ楽し〈生，舌で~る平和な町にいたしま し ょう 。
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かやめしわが家め

を偲ぶ氏故舎野
勲五等双光旭日章

元今金町議会議長

今
金
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
元
今
金
町
総
会
機
長
で
あ
る
今

野

侮

氏
が
去
る

2
月
4
日
午
後
8
時
日
分
、
急
性
肺
炎
の
た
め
町
国
保
病
院

で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

満
刊
歳
で
し
た
。

葬
儀
は
、
今
金
町
と
今
野
家
の
合
同
葬
で
、

3
月
8
日
通
夜
、

9
日
告
別
式

が
村
本
町
長
を
葬
儀
委
員
長
に
町
民
セ

ン
タ
ー
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、

遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
、
弔
問
客
ら
は
故
今
野
健
氏
の

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。故

今
野

山同氏
は
大
正

5
年
に
本

町
金
阪
に
生
ま
れ
、
昭
和
幻
年
4
月

に
地
域
住
民
同
厚
い
信
望
的
も
と
に
、

推
さ
れ
て
利
別
村
村
議
会
議
只
に
当

選
(
同
年

m月
1
日
町
制
施
行
に
よ

り
今
金
町
に
改
称
)
以
来
通

mm期

叫
年
間
に
わ
た
り
、
今
金
町
部
会
活

只
と
し
て
卓
越
し
た
訓
兄
と
辺
白
な

経
験
を
も
っ
て
、
談
会
の
連
当
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
各
倒
的
製
靴
に

就
か
れ
、
町
政
内
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
間
昭
和
剖
年
に
は
、
総
務

常
任
委
只
会
副
委
只
長
と
し
て
財
政

再
組
問
聞
に
椴
僅
的
に
参
固
さ
れ
、

町
財
政
の
建
て
直
し
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
昭
和
お
年
か
ら
1
捌
4
年
間

副
議
長
と
し
て
よ
く
議
長
を
補
佐
し
、

都
市
計
画
区
域
内
決
定
を
前
鎚
と
し

た
審
議
会
の
設
置
に
杭
甑
的
に
努
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
名
昨
日
町
民
条
例

や
褒
賞
条
例
な
ど
の
制
定
を
は
じ
め
、

幼
児
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
季
節

保
有
所
の
開
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
f、。

さ
ら
に
、
昭
和
岨
年
5
月
か
ら
、

体
制
を
崩
さ
れ
た
平
成
元
年
ロ
月
ま

で
の
凶
年
8
ヶ
月
を
議
長
と
し
て
努

め
、
次
代
を
担
う
児
童
生
徒
の
教

官
邸
境
を
充
柴
さ
せ
る
た
め
校
舎

ぼくの家では、いつ地震ガ起きても

慌てないように、 日ごろから家族で防

災|こついて話し合い、対策を考えてい

ます。 皆さんも「わガ家の地震対策」

をぜひ参考にしてください。

• • 

月日|
町民センターで今金町|

今野家合問葬 | 

|火を使う器具の点検や整備はこまめにl
地震の揺れ1:1:もに恐ろ Lいのが、火

災などの2次災害です。火災を起こさな

いためにも、対渓自動消火装置や倒れた

ときに燃料漏れが起きない装置のついた

ストーブなEをイ車っています。 しかし、
いざというときに正常に作動しなければ

白雪
意味がありません。 そのため、ふだんか

ら点検を怠らないようにしています内

| 消火の備えをしよう | 
寸
d

万一、火が出て Lまったことを考λて、

消火器+ゃ三角パケツをすぐ使える場所に

用意してあります。初期消火が被害を大

きくしないポイントです。

の
新
築

-m改
築
、

ス
ポ

1
y
基
地
と

し
て
の
総
合
体
育

館
内
建
設
、
医
療

体
制
の
雌
立
の
た

め
国
保
病
院
の
改

築
な
ど
を
は
じ
め
、

柏
山
青
年
の
家
組

合
的
設
立
な
ど
制

極
的
に
提
言
さ
れ

よ
く
四
祉
事
者
に
協

力
し
て
今
目
的
今

金
町
内
基
礎
を
築

か
れ
.
そ
の
功
給
は

誠
に
大
き
く
、
議

員
型
事
者
同
信

組
は
も
と
よ
り
広

く
住
民
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

ま
た
‘
昭
和
M
M
年
に
は
楠
山
町
村

議
会
議
長
会
長
に
就
任
し
、
同
時
に

北
海
道
町
村
級
会
議
長
会
駐
日
中
を
努

的
、
出
開
山
色
内
町
振
興
促
進
に
努
め

ら
れ
る
と
と
も
に
地
方
自
治
的
発
展

に
尽
カ
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
議
只
活
動
向
合
間
に
あ

っ

て
は
、
今
金
町
森
林
組
合

社

団

法

人
今
金
有
組
放
送
協
会
長

・
今
金
町

体
育
協
会
長

。
北
海
道
市
町
村
退
職

手
当
組
A
日
間
政
長
を
畑
町
め
ら
れ
森
林

行
政
の
育
成
を
は
じ
め
、
放
送
を
通

じ
た
文
化
生
活
円
環
境
懸
備
、

町
民

| 住まいの安全チェック | 
大きな地震になると、タンスや食器棚、

あるいはプロパンガスのボンべなど、例 • 唱・|非常持ち出し品を備えておこう | 
飲料水や食料、放急医薬品、ランオ、

懐中電灯など、いっても持ち出せるよう

に準備しています。

れる恐れのあるものがたくさんあります。

倒れると、出入り口をふさいだり、人を

押しつぶ してしまったりする場合もあり

ます。このよ うなこtが起きないように、

金具やテープなどでし っか 1)~It に固定し

ています。また、プロック塀も倒れない
! 避難路や避難場所の確認 I 
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情圧の合同葬しめやかに執り行われた故今野

ス
ポ

l
y
の
向
上
、
退
職
手
当
組
合

同
合
理
化
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
子
、

こ
の
よ
う
な
数
々
の
功
紛
が
認
め

ら
れ
、
平
成
3
年
U
月
に
は
勲
五
等

双
光
州
岨
日
意

(
地
方
自
治
功
劣
)
の

栄
営
に
も
輝
か
れ
て
お
り
ま
す
.

町
民
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
執
り
行

わ
れ
た
合
同
耕
俄
で
は
、
山
常
国
い

っ

ぱ
い
の
白
菊
町
花
が
埋
め
つ
く
さ
れ
、

そ
の
其
ん
中
に
お
だ
や
か
な
表
情
的

遺
影
と
泣
目
が
飾
ら
れ
、
悲
し
み
を

よ
り

一
層
深
〈
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
c

家
族
、
関
係
者
ら
故
人
と
税
し
か

っ
た
町
民
な
ど
5
0
0
名
が
参
列
し
、

放
人
的
ご
{
以
前
を
祈
り
ま
し
た
。

ぼくは学校、お父さんは会社、お母さん

は買い物というように、家族がぱらぱら

ように有制虫してあります。

| みんなで協力しよう | 
のときがあります。 このようなときのた

めに、あらかじめ集合場所を決め、いつ

でも家族が集合できるようにしています。

また、広峨避難場所やjM以ft路などを実際

に歩いて確認しています。

1
 
3
 
〔

大きな地震が起きたときは、 一人の力

てはどう Lょうもないことがあります。

近所の人たちがお互いに協力し、助け合

うことがてやきるように、ふfごんからコ ミ

ュニケーシヨンをと っています。



3
月
か
ら

4
月
に
か
け
て
は
、
職
場
の
人
事
異
動
や
進
学
、
就
職
立
ど

一
年
の

う
ち
で
も
最
も
引

っ
越
し
の
多
い
時
期
で
す
。

引
っ
越
し
と
い
う
と
、
何
が
と
気
ぜ
わ
し
〈
、
う

つ
が
り
引

っ
越
し
に
と
も
な
う
事
務

手
続
き
や
届
け
出
を
忘
れ
が
ち
に
牢
り
、
転
出
先
で
大
変
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

H
H
・
• く

ら
一
な

た
一
れ

つ

-
亡
仙

ま
一
お

決
一
も

が
一
出

先
-
届

し
一
種

越
一
各

つ
一

2
h
d

一

例
年
、

引
っ
越
し
を
す
る
日
が
決
ま
っ

た
ら、

済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

引

っ
越
し
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が
、
転
出

(今
金
町
か
ら
他
の
市
区

町
村
へ

)
転
入

(他
的
市
区
町
村
か

句
今
金
町
に
)
時
的
問
け
出
で
す
。

引
っ
越
し
に
気
を
と
ら
れ
て
、

ヲ

っ
か
り
し
て
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
肌
け
山
は
、
忘
れ
ず

に
必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

引
っ
越
し
す
る
白
と
転
出
先
的
住

所
が
分
か
っ
た
旬
、
ま
ず
役
場
町
民

福
祉
課
住
民
係
窓
口
で
転
出
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

転
出
証
明
書
は
、
引

っ
越
し
し
た

日
か
ら

H
日
以
内
に
転
出
先
町
市
区

町
村
役
場
に
続
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
内
で
住
所
を
移
し
た
と

き
は
、
転
居
届
を
。
世
帯
主
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
世
帯
主
変
更
屈
を
忘

れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
周
け
山
が

必
裂
で
す
。

-v
印
鑑
登
録
証

返
却
し
て
、
転
出

先
で
新
た
に
申
如
し
て
く
だ
さ
い
。

V
国
民
健
康
保
険
証

返
却
し
て
、

転
出
先
で
新
た
に
申
制
し
て
〈
だ• (・

交
通
事
故
死
ゼ
口
問
日
達
成
グ

2
月
1
日
に
交
通
事
故
死
セ
ロ
、

5
0
0
日
が
記
録
さ
れ
、

2
日
桧
山

支
庁
総
務
謀
長
よ
り
こ
れ
を
た
た
え

る
道
交
通
安
全
抑
進
委
只
会
的
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

ドを競う果敢に技とスピー

伝
達
式
で
は
.
町

交
通
安
全
巡
動
抑
進

委
員
会
長
の
村
本
町

長
が

「今
後
も
町
民

一
ー丸
と
な

っ
て
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
の
記
録

を
伸
ば
し
て
い
き
ま

す
己
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
で
は
平
成

5

年
に
死
亡
事
般
が
発

生
し
て
以
来
事
故
死

ぜ
ロ
が
続
い
て
い
ま

す
。

初労者の表彰

水野耕輔 (金原)

杉林立鋭 (八束)

山崎悦也 (布l'丘)
土田 幸(八束)

大場賢人(八束)

河村芳恵(今金)

鈴木 忍 (今金)

鷲野久美子 (今金)

子

子

子

干

子

子

子

子

男

男

男

女

男

女

男

女

小学5・6年

学中

次
の
よ
う
な
事
務
手
続
き
や
届
け
出
は
早
め
に

な
お
、
学
生
や
出
稼
ぎ
を
す

る
方
で
②
⑧
円
似
険
請
を
申
制
す

る
方
は
印
鑓
と
保
険
証
の
ほ
か
、

次
の
も
の
が
必
要
で
す
の
で
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

-
②

在

学

証

明

信

ま

た

は

入

学

証
明
書

i
i

、
。

J
C

し
-
⑧
・
勤
務
先
の
会
社
名
と
住
所

V
在
学
証
明
書

小

。
中
ザ
校
内
お

千
さ
ん
が
い
る
場
件
、
夜
学
し
て

い
る
学
校
か
句
復
学
証
明
白
を
も

ら
い
転
出
先
の
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
国
民
年
金

国
民
年
金
な
と
の
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
住
所
変
史
問
が
必
裂
で

す
。
詳
し
く
は
、
弁
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安郵便局へ

・1年間、旧住所宛ての

郵便物を新住所へ転送

してくれます。

会 水道・電気・ガス

・水道、 m気、ガス、新
聞など各種料金は検針、

集金時IHJなどを早めに
打ち合わせを。

日
本
亦
十
手
剖
の
献
胤
に
nH
献
さ

れ
た
方
の
表
彰
式
が

2
月
日
目
、
役

場
2
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
本
町
凶

係
者
に
対
し
て
村
本
町
長
か
ら
記
念

品
を
添
え
て

一
人
ひ
と
り
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

-
銀
色
功
労
楯

(
削
回
以
上
)

桶

長

刷

、

ど
(
栄

町

)

・
金
色
有
功
章

(
切
回
以
上
)

藤

原

弘

一さん

(
栄
町
)

林

野

成

治

さ
ん
(
時

町

)

敏
博
さ
ん
(
中
卜
?
ン
ケ
シ
)

進
さ
ん
(
来

U
件

)

Mm
雄
さ
ん
(
南

町

)

生
叩
押
さ
ん
(
市
美
町
)

敏
さ
ん
(
南

町

)

勝
二
♂

(
神
丘
共
和
)

保
さ
ん
(
八
幡
町
)

102 
回

50 50 
四回

よ，IJ:IJ、ノl、!Il(~ 寸で
富岡山 llt山

50 5J 
四回

51 50 50 51 51 
回回回四回

河

田
jll1 
藤

1kf ーョ式

』
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保行 (今金)

立規 (八束)

良平 (神丘)

えり (今金)

悦也 (神丘)

幸 (八束)

田中 制 (今金)

斎繰有香 (今金)

油谷一史 (今金)

佐々木昭典 (今金)

回中 亨 (今金)

的'H}久美子 (今金)

鈴木 忍 (今金)

山崎其梨子 (今金)

小西 l!IJ夫

. 
;/ 

E 

第32回町民スキ 大会と第30回ライオ

ンズ柄、スキー大会が1月29日ピリカスキ

ー場で開催されました。

大会て'は各選手が鮮やかに旗1"1を7リ

アし、大会役J~や家族肉声緩を受けなが

らタイムを競いあいました。

第30回ライオンズ杯スキー大会
〈回転〉

小学 l年

小学2年

小学3・4年

り

♂コ
な本
(， l.Vi 

l 日 ~t
1主lは
鉄
i軒i太
棚平
総洋
;跡と
J也 日
の本
r円 jffi:
用を

滴棚路白森基本1葺想策定翻査

求平洋 自窓縄(議A単.，繍断.イクリ Jグロ ド'警備事貨基本方併

会運転免許証

・運転免許証は、すみや

かに転出先の笹祭器で

住所変更の手続きを。

自家用車については、

i控巡事務所てe登録変更
手続きをして〈ださい。

カ電話の引っ越し

唱砂(・
袈
ぷ

(
日
英
町
)

日
岡

山
子
♂

(
大
和
町
)

町山四

五
十
嵐
義
治
ぷ

(
御

影

)

日
回

安

藤

雌

雄

ぷ

(
神
丘
中
台
)
切
回

・
銀
色
有
功
章

(
羽
田
以
上
)

づ
u
岡
英
出
日
ぷ

(
大
和
町
)

初
回

品

位

良

子

ぷ

(
南
栄
町
)

初
回

松
村
真
型
子
ぷ
(
栄

町
)

出
回

繰

回

京

子

ぷ

(
高
栄
町

)
ω回

永

升

幸

子

さん

(

栄

町

)

初

回

外

崎

秀

人

ぷ

(
御

影

)

出
回

鈴
木
さ
ゆ
り
さ
ん
(
上
盟
凹
)

羽
田

柴

山

征

毅

ぷ

(
本

町

)

ぬ
回

佐
々
木

一
治
ぷ

(
栄

町

)
ω回

挽

回

哲

哉

さ
ん
(
八
束
更
生
)
鈎
回

義
之
♂

(
ト
7

ン
ケ
ン
)

幻
回

倫
夫
さん

(

本

町

)

訂

回

サ
ワ
さ
ん
(
大

和

町

)

初

回

法加
，.主総

河
古品
大
場
五草
木

第32田町民スキー大会
〈大回転〉

列

林

本

村

崎

田

岡

山

杉

坂

河

山

土

子

子

子

子

子

子

男

男

男

女

男

女

小学 l年

小学z年
小学3年

小学4年

-早めに周出を。

を
基
本
に
各
種
資
搬
を
生
か
し
た
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ド
を
迎
駿
笹
備

L
.

地
域
都
市
間
の
交
流
や
ス
ポ
ツ

の
振
興
は
も
と
よ
り
観
光
な
ど
地
域

産
業
の
振
興
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ

と
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

仙
川
恕
策
定
は
、
渡
砧
半
島

宮

北
部
町
長
万
部
町
北
楠
山

』
m
F

町

・
瀬

棚

町

大

成

町

今

町

金

町

内

5
町
か
ら
成
る
サ
イ

ル

ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
建
設
事
業

山

推
進
協
議
会

(会
長

村

本

脚

光
夫
)
が
主
体
と
な
り
、
剰

が

‘

査

・
検
討
し
、
ま
と
め
あ
げ

t
 

も一
情
圃
ら
れ
ま
し
た
.

問
一

患

は

1
人
と
も
り
と
文

岡
忠
司

』己

化
の
未
来
郷
土
を
創
る
1
「
生

命
尚
ち
る
ミ
ュ
ー
ズ
内
郷
し

と
さ
れ
、
住
民

一
人

一
人
が

ミ
ュ

ー
ズ
(
人
聞
の
知
的
協
絢
を
司

る
ギ
リ
ン
ヤ
神
話
的
女
神
)
に
な
り
、

自
献
を
生
か
し
た
創
遮
的
な
町
づ
く

り
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
ま

と
め
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
本
榔
恕
を
生
か
し
た
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド
の
建
設
計
画

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

伊

雌

文

一
ぷ
戸
商
工
団
地

)
ω四

五
十
胤
悲
子
ぷ

(
御

影

)

引
回

子

子

子

子

干

子

子

子

子

労

女

児

男

男

女

男

女

男

〕5
 
〔

小学5年

小学6年

中学 1年

中学2年

中学3年

量生
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今
年
で
ロ
回
目
を
迎
え
た
ゆ
い
ま

か
ね
宙
ま
つ
り
e

が
「
熱
い
hh
J

を

テ
1
7
に
、
ふ
れ
あ
い
広
場
(
今
金

小
学
校
向
)
を
会
場
に
2
月
日
、
ロ

目
的

2
日
間
、
賑
や
か
に
附
悩
さ
れ

ま
し
た
。

「料
理
的
鉄
人
」
(
フ
ジ
テ

レ
ビ

放
映
中
)
で
お
な
じ
み
の
坂
井
宏
行

ぷ
を
迎
え
て
の
ト

1
7
シ
ョ

、
例

年
よ
り
グ
レ

ー
ド
7
y
プ
し
た
大
輪

花
火
ン
ョ
ー
を
は
じ
め
ジ
ャ
ン
ボ
秀

克
♂
司
会
の
オ
1
7
y
ョ
ン
、

7

ジ

y
ク
ン
ョ

l
、
歌
謡
シ
ョ

l
、
ゲ
ー

ム
大
会
な
ど
、
多
彩
を
行
事
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
大
小
お
基
の
く
ふ
う

を
凝
ら
し
た
雷
像
が
立
ち
並
び
、
町

内
は
も
と
よ
り
、
近
隣
町
村
か
ら
も

大
勢
の
見
物
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
数
多
く
の
売
庖

・
明
暗
庖
が

立
ち
並
び
親
子
辿
れ
な
ど
で
夜
遅
〈

ま
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ミ議

芭~ ・c

.大黒樺C;I;ヲノウ檀器甑亮)

寄

p、....、~
I:.-.v. ..... 1r ・

....猪 (種111連合自治会)
..! .s '・ 4L司

企スペースシャトル(舎童保健所)

'‘ 

~ 
事副

.マメード(青色申告会)

〕B
 
〔

企故宮博物院(舎金農協)

坂
井
宏
行
ト
l
ク
シ
ョ
ー

テ
レ
ビ
番
組
「
料
理
の
鉄
人
」
な

ど
で
活
躍
中
の
坂
井
宏
行
ぷ
と
鉄
人

2
号
?
工
藤
敏
之
ぷ
(
今
金
町
出
身
)

を
招
い
て
の
ト

l
夕
、
ン
ョ
で
は
、

会
場
か
ら
戯
し
い
質
問
が
相
次
ぎ
、

苦
笑
い
し
な
が
ら
答
え
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
.

工
藤
ぷ
か
ら
は
坂

升
さん
と
の
出
会
い
な

ど
が
紹
介
さ
れ
、
附

弟
の
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
雰
囲
気
が
会
場
を

な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

「プリンセス減"C建般協会)

企ピ=ールハウスの食堂は、いつも満員の盛況でした

、

企花火lこつつまれるメインステージ

/ 

品s

〕7
 
〔

-ぃ

....ドラゴンスーパースライダー(建築技能者協会)

企レツシー (金原連合自治会)
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町

・
町
教
委
町
陶
工
会
的
主
似

に
よ
る
文
化
部
副
会
が

2
月
四
目
、

y

ン
庁
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
い
な
む

ら

一
志
ぷ
を
迎
え
て
町
民
セ
ン
タ
ー

で
附
似
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
的
年
日
月
3
目
、

附
俗
予
定
で
し
た
が
い
な
む
ら
ぷ
の

急
病
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
こ
の
日
は
テ
レ
ビ
番
組

「遊
々

ア
ウ
ト
ド
ウ
」
と
同
じ
よ
う
に
元
気

主
姿
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
な
む
ら
ぷ
は
H

出
会
い
、
ふ
れ

あ
い
、
歌
的
旅
H

と
聞
出
し
て
講
演
さ

れ
、
自
分
的
力
で
は

5
万
人
は
集
め

ら
れ
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
か

h
聞
い

て
も
ら
い
に
出
か
け
よ
う
と
考
え
た

の
が
、
歌
の
旅
の
は
じ
ま
り
、
と
話

し、

w
わ
が
町
の
た
め
に
何
か
し

た
方
が
よ
い
u

ρ

人
材
が
育
っ
て
い

な
い
H

よ
ね
お
い
に
、
脱
を
訓

っ
て

伺
し
合

っ
て
み
た
ら
u

と
提
言
し
て

い
ま
し
た
。

日
野
怯
に
、
今
金
町
を
旭
川
に
し
た

取
を
集
ま
っ
た
町
M
A

と
即
興
で
作
り
.

t
H
楽
を
通
し
た
い
な
む
ら
ぶ
ら
し
い

H

ふ
れ
あ
い
“
で
し
た
。

ま
し
た
。
大
き
か

っ
た
で
す
。
2
百

t
'
3
f
U
キ
ロ
グ
ラ
ム
く
ら
い
あ
り
ま

ま
た
い
っ
て
み
た
い
と
思
い

(今金町文化講演会〉

枕
は
、
寝
る
と
き
に

頭
を
支
え
る
道
具
で
す
。

疋
だ
支
え
る
の
で
は
な

く
、
理
る
姿
mH
を
安
定

さ
せ
、
睡
眠
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
枕

と
睡
眠
は
、
深
い
関
係

に
あ
る
の
で
す
。

枕
の
選
び
万
の
ポ
イ
ン
ト

は
、吉
岡
さ
、
硬
さ
、

大
き
さ

'

亡
す
。
ま
す
高
さ
で
す
ガ
、
高

」F

け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で

F

ほ
あ
り
ま
ぜ
ん
。
個
人
差
は

ム

あ
る
で
し
ょ
う
か
、
大
人
の

η

場
合
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
眠

区

れ
る
高
さ
は
、
祝
に
頭
を
の

引

せ
て
沈
ん
だ
状
態
で
、
自
分

加

の
握
り
こ
ぶ
し
の
高
さ
(
六

ー
九
セ
ン
チ
)
ガ
理
想
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
可
。
こ
の
高

さ
ガ
、
起
き
て
い
る
と
き
と

同
じ
よ
う
な
姿
勢
、
つ
ま
り

自
然
怠
状
態
な
の
で
す
。

祝
ガ
高
↓q
ぎ
る
と
首
ガ
不
自
然
に

白
ガ
り
、
局
や
酋
の
血
行
ガ
悪
く
怠

っ
て
、
肩
凝
り
や
寝
違
え
の
原
因
に
。

逆
に
祝
ガ
低
い
と
血
殺
の
涜
れ
ガ
懇

く
忽
り
、
疲
れ
や
写
く
怠
り
ま
す
。

さ
ら
に
高
く
て
も
低
く
て
も
、
脳
ガ

刺
瀕
さ
れ
て
安
眠
で
き
ま
せ
ん
。

次
に
硬
さ
で
す
ガ
、
弾
み
す
ぎ
る

枕
や
柔
ら
か
す
ぎ
る
伐
は
、
寝
る
姿

勢
ガ
不
安
定
に
芯
り
安
眠
を
妨
げ
き

す
。
祝
巳
頭
を
の
ゼ
、
沈
み
込
む
率

ガ
全
体
の
二

O
%ぐ
ら
い
の
硬
さ
ガ

適
当
で
す
。

大
き
さ
は
、
楽
に
寝
返
り
の
打
て

る
局
帽
以
上
で
六
十
セ
ン
チ
く
ら
い

の
長
さ
刀
必
要
で
す
。
縦
の
幅
は
、

寒
い
時
期

C
布
団
を
一一屑
ま
で
か
ぶ
ゼ

る
こ
と
を
蓄
え
て
、
五
十
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
が
い
い
で
し
ょ
う
。

ギ

さ
て
、
次
は
枕
の
中
島
で

占
H
M

す
。
ー
頭
寒
足
熱
L

と
い
う

が

言
葉
を
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま

毎
回

す
。
頭
は
便
局
温
度
の
高
い

t
g
分
で
守
。
頭
を
涼
し
く
す

同い

る
と
、
よ
く
眠
れ
ま
す
。
で

J

す
力
ら
、
詰
め
吻
は
体
湿
を

キ
G

吸
収
し
、
通
気
性
ガ
よ
く
、

冒
E

白

熱
の
こ
も
う
芯
い
も
の
ガ
い

J
い
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

さ

ぜ
ん
《
ソ
パ
刀
う
や
小
豆
、

高

綿
や
パ
ン
ヤ
な
と
は
、
そ
の

代
表
で
す
ね
。

こ
う
し
だ
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、

枕
を
選
ん
で
み
て
は
い
か
ガ
で
し
ょ

う
か
。

いなむら一志氏

~ねおい“出窃いみ

mw 

小
樽
市
内
で
す
。
歴
史
の
多
い
7
チ

だ
と
思
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
す

ご
く
古
い
倉
庫
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
水
族
館
で
す
。
海
の

動
物
は
、
イ
ル
カ
、
ペ
ン
ギ
ン
、
ト

ド
、
ア
ザ
ラ
ン
、
ラ
y

コ
な
ど
で
し

た
。
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ウ
で
は
、
と
て

も
は
く
力
が
あ

q
ま
し
た
。
ペ
ン
ギ

ン
内
ン
ョ
ウ
も
あ
り
ま
し
た
。
ピ
ョ

ン
ピ
ョ
ン
歩
い
て
と
て
も
か
わ
い
か

っ
た
で
す
。
ト
ド
の
ン
ョ
ウ
も
あ
り

広
f

揚

ん
一(な

し
た
。

ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
円
山
動
物
園
で
す
。

ど
う
い
う
動
物
が
い
た
か
と
い
う
と
、

し

か

ぞ

う

さ

る

キ

リ

ン

カ

ン
ガ
ル

、
ラ
ク
ダ
、
ヒ
ョ
ウ
、
へ

ピ
、
7
?
な
ど
が
い
ま
し
た
。
7
7

の
雌
矧
は
、

4
つ
く
ら
い
い
ま
し
た
。

ホ
Y

キ
ョ
ク
グ
マ
、
ナ
マ
ケ
グ
?

?
レ

l
グ
7
.
コ
デ
ィ
ア

ソ
ク
ヒ
グ

マ
で
す
.

へ
い
き
ん
し
て
、
み
ん
な

大
き
か

っ
た
で
す
。

四
つ
目
は
、
背
少
年
科
学
館
で
す
。

修
学
旅
行
に
い
っ
て

麻
衣
子
♂

大
平

豊
田
小
6
年

今
図
的
旅
行
で
心
に
残

っ
た
こ
と

が
4
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、

• 

• 

• 

• 
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ど
う
い
っ
と
こ
ろ
が
勉
強
に
な

っ
た

か
と
い
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
機
械
が

あ
っ
た
ニ
と
で
す
。
中
で
も

一
蒋

而
白
か

っ
た
の
は
、
手
で
回
し
て
苛

を
だ
す
オ
ル
ゴ
ー
ル
で
す
。

翻
べ
て
こ
れ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
は
、

時
計
台
で
す
。
何
年
ぐ
ら
い
に
な

っ

た
の
か
何
年
で
で
き
た
の
か
が
、

ち
ょ
っ
と
調
べ
て
こ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
車
の
中
か
ら
み
て
わ
か

っ
た
こ

と
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
て
、
家

が
と
て
も
多
か

っ
た
こ
と
で
す
。

心
に
残
っ
た
修
学
旅
行
に
な
り
ま

し
た
。
機
会
が
あ

っ
た
ら
、
ま
た
行

き
た
い
で
す
。

が
す
る
の
か
不
思
議
に
思
い
ま
し
fョ

ま
ん
中
に
ミ
カ
エ
ル
的
保
が
あ
っ

て
、
日
本
内
司
訟
を
し
て
い
る
と
円

い
て
あ
り
ま
し
た
『
。

世
界
的
修
道
院
内
地
図
を
み
る
と
、

一
番
最
初
に
修
道
院
を
建
て
た
の
が

フ
ラ
ン
ス
で
し
た
。
修
道
院
の
中
に

入
れ
な
い
の
で
、
中
町
写
真
が
か
ぎ

っ
て
あ
り
ま
し
た
。
修
道
院
を
ま
わ

り
か
ら
見
る
と
と
て
も
大
き
く
て
、

頑
丈
そ
う
な
と
び
ら
が
何
こ
か
あ
り

ま
し
た
。
入
っ
て
中
を
見
れ
な
い

の

が
残
念
で
し
た
。

次
に
行

っ
た
の
が
回
航
空
港
で

4
つ
め
航
空
会
祉
の
飛
行
機
が
あ
り

ま
し
た
。
日
本
エ
ア
ン
ス
テ
ム
と

エ
ア
日
本
と

J
A
L
と
、
全
日
空

で
す
。飛
び
立
つ
所
は
見
り
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
活
陸
す
る
所
見
れ
た

の
で

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
の
見
学
場
所
は
、
熱
情
動
物

園
で
し
た
。
そ
の
中
で
び

っ
く
り
し

た
の
が
、
ン
ン
ノ
ウ
ヤ
ン
で
し
た
。

教
室
3
個
分
く
ら
い
市
さ
が
あ
リ
ま

し
た
。
外
に
で
る
と
、
き
る
が
温
泉

に
入
る
所
が
み
え
ま
し
た
。
そ
て
つ

の
大
き
い
の
と
か
裁
が
と
て
も
大
き

い
木
と
か
あ
り
ま
し
た
g

日比
学
遠
足
で

色
々
な
半
が
わ
か

り
ま
し
た
。
来
年
行
け
な
い

の
が
と

て
も
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

1丞

見

学

足
押E
木

康
哲
じ

豊
田
小
S
年

最
初
の
見
学
遠
足
は
、
ト
ラ
ピ
ス

チ
ヌ
修
道
院
で
し
た
。
あ
っ
ち
こ
っ

ち
に
マ
リ
ア
の
倣
が
あ
り
ま
し
た
。

修
道
院
は
工
事
中
で
し
た
。
女
性
し

か
入
れ
な
い
の
で
工
事
は
だ
れ

阪
神
大
震
災
義
援
金

街
頭
募
金
活
動

今
金
小
児
童
会

4
z
 

遺

句

句

Z
み

z
t
リ

n

ド

突
、
明
く
る
山
川
の
悩
み
抑
き
出
せ
り

凶M

o

l

a

-

て

E

引

を

足

踏

み

を

し

つ

つ

パ

ス

待

つ

凍

町

朝

利

融

石
井
智
恵
子

…

州
引
制
は
け
什
什
叶
・1
l
J
パ円
l

引

…

仲
肱
げ
ー

か

み

E
'」
と

6
れ

む
ろ

uhu

へ

S
M

噛
み
合
は
ぬ
稲
途
切
れ
ぬ
室
内
花

斉

藤

み

ち

~

す

か

"

さ

か

ん

M

'

s

h

釣
岡
市
さ
げ
泌
甲
向
か
雪
し
ま
く

は
ざ
ま
+
紀
夫

)

ゆ

糸

、

例

h

ゆ

S
ー

‘

え

ど

，

夢
お
ぼ
ろ
命
お
ぽ
ろ
や
雪
浄
土

伊

藤

翠

女

(

今
金
小
児
童
会
で
は

2
月
2
日
.

3
目
的
岡
目
、
政
協
デ
パ
ー
ト
前
で

阪
神
大
一
以
災
に
よ
り
被
災
し
た
人
を

少
し
で
も
助
け
よ
う
と
街
頭
募
金
前

動
を
行
い
ま
し
た
。

児
詑
ら
が
"
募
金
を
お
願
い
し
ま

す
H

と
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
る
と

泣
行
く
町
民
も
足
を
止
め
募
金
活
動

に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

〕9
 
〔



臨
時
事
務
員
を
募
集

町
で
は
、

4
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時
事
務
只
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。希

望
者
は
、
履
歴
書
を
3
月
日
日

ま
で
に
、
総
務
謀
総
務
係
ま
で
提
出

版
い
ま
す
。

『

-a」
告
"

1

募
集
予
定
人
貝

9
名

(
年
齢
同
歳
以
上
の
女
子
)

〈総
務
謀
総
務
係
〉

年
金
相
談
臼
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

的
日
位
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
‘

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ロじ

と

き

3
月
お
日
(
木
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
只
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員

1
名

〈町
民
福
祉
課
年
金
係
}

1 
平
成

7
年

度

固

定

資

産

課
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
7
年
度
固
定
資
産
株
税
台
帳

の
縦
此
(
地
方
税
法
第

4
1
5
条
第

横診を受けて明るい健康づくり

3月みんな

1
以
内
胤
定
に
よ
る
)
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
実
地
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戸
」ヨロ

説
法
制
川
川
市
γ
主
7
平
4
円
1
日
Lr

t
l
J
J
1

2
1

2

d

3
 

ら
平
成
7
年
4
月
初
日
ま
で

縦
覧
場
所
今
金
町
役
場
税
務
諜

縦
覧
時
間
午
前
8
時
的
分
i

午
後
5
時
日
分

{税
務
秘
資
産
税
係
V

今

金

町

学

校

給

食

セ
ン
タ
ー
臨
時
調
理
員

を

募

集

し

ま

す

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
臨
時
制

理
只
1
名
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

・
応
募
資
摘
年
齢
、
拓
政
ま
で
の

女
性

・
助
務
場
所
今
金
町
学
校
給
食
セ

ン
タ

1

・
業
務
内
容
学
校
給
食
納
車
業
務

・
刊
礼
金
一
目
、

4
、
9
3
0
円

(迎
2
日
脱
皮
出
動
)

・
提
出
書
類
履
歴
皆
、
健
康
診
断

告
各
l
通

・
巾
込
み

先

学

校
給
食
セ

ン
タ

へ
拘
参
拠
出

合
2
0
9
2
0

・
提
出
期
限
平
成
7
年
3
月
初
日

ま
で

・
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
而
政

の
う
え
説
明
し
ま
す
。• • 

工百 目 対 実施日 E 間 出E区 実施五 備 考 お知 らせ

① 乳児相談 生後6、9ヶ月児 2日間 畳9付30-、10， 00 全地区 町民 身体計担、保怪也事センター

② l歳6ヶ月児健髭 生後7l歳、8ヶ月児 2日同 受12付3日-13，00 " " 尿フ横ッ査ソ、塗布身体、保計刷随指、導医師診察
6日伺}

③ 一 般相談 全 住 民
日日開)
10 田-12 朗 " 

老人福祉
保健指導、栄費相談20日開 センター

27日明)

@ 妊婦健修 妊婦 の方 14日(刈
畳付

" 国保病院
け尿世強在地蕊噂血、液保検健査指導、断、医ヰ指師導診

13 曲-13:30 

⑤ 股脱蝕 診 生桂 3ヶ月児 14日同 13 曲-14 凹 " 保寸 健所量 版関節X線撮年

⑥ 育児講座 生後 3ヶ月児 16日間 交E付30-10 凹 " 
町民

身体計棚、保怯指導
センター

⑦ 乳児健診
生後 4、 7、

16日同 畳12付30-13，00 " " 身導体、計医測師、診保車、惚歯指導科、指栄導聾指10、 12ヶ月 児

@ 無医回地診 区 眼 科 23日同
又付

" " 眼科巡 療 14 釦-14，50
⑨ 揮監回地診 区 耳 鼻 科 28日(地 量14付20-14 叩 " " 耳鼻科巡 療

(町民福祉課衛生係国保係〉

所
得
税
の
申
告
と
納
税

は
3
月
日
日
ま
で
で
す

平
成

6
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

3
月
日
日
ま
で
一
般
的
確
定
申
告

者
納
税
相
談
を
役
場
3
階
で
受
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

お
持
ち
い
た
だ
く
主
な
も
の

。
湖
泉
徴
収
票

。
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
の
支

!

品

、

E
1
2
F

よ
し
古
川
町
型

。
由
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
的
支

払
額
の
わ
か
る
告
知

。
医
療
費
を
証
明
で
き
る
書
類

。
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
佐
知

③
印
鑑

後

志

利

別

川

洪

水

氾

濫

危
険
区
域
図
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

北
海
道
開
発
局
で
は
、
関
係
自
治

体
と
協
力
し
、
あ
ら
か
じ
め
洪
水
に

よ
る
氾
濫
が
子
恕
さ
れ
る
地
域
と
そ

の
位
度
及
び
雌
側
方
法
、
災
苦
情
報

内
入
手
方
法
心
得
な
ど
の
災
笹
時

に
必
要
な
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
7

y

プ
の

公
表
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

後
志
利
別
川
で
は
、
そ
の
基
礎
資

母子福祉資金の受付

平成 7年 4月から進学 進級及び就職される

子供さんをもっ母子家庭のための北海道内貸し

付け制度です。 3月から随時受け付けます.

古資金の種類及び貸付額

〕O
 
1
 
〔

社会福祉協議会だより 7‘ 2. 10 

※光の里学園、盛芳圏、社会福祉協ま読会への

多聞のご格付ありがとうござい した。(敬材、略)

吉〈星野田県〉
和 男

高〈今野山金金町剛〉ZS北槍山支部

〈札幌 市〉

滝 本 子恵保光会
池 図 克 彦 下山千恵
宮 崎 男 加篠
片 岡 i掌

明今今 金金白舞石踊掠政霊式好会浜 西 信 義

〈函 館市〉
今金オ ト繰式会社社

石住〈〈総 前藤津町〉

j)j 治

長中 谷里川
蹄 人 会

書表 キヨ y

八雲 町〉 大 世 ，、 ナ

及〈 川 宙 吉 原 ロ ス エ

出畏万部水町〉 村金
土
竹次実郎

清車 総! 子笑
沢

阿高 部橘 鈴I~ フEk範
旬中

ハ ル フミエ

〈厚沢部町〉 戸 室 思 義

高 野 貞 男
尾ム一、

形村l~ 
信

〈乙稼町〉
綬ア サ 子子山 .~ メ 犬

〈大成 町〉 包 山 脅
梨人

細高〈瀬棚福町〉
歓 子 岩 佐 義

大 畠 哲魯 太 郎夫
111 幸 治 尾 JT; 

平 山 明 3迄 A 寸 野 むつ子

愉〈北山櫓北山町高〉等学後生徒

科
と
な
る
洪
水
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
シ

ヨ
ン
に
よ
る
危
険
区
域
を
示
し
た

「洪
水
氾
枕
危
険
区
域
図
」
を
公
表
し

て
い
ま
す
が
、
広
く

一
般
的
方
々
に

も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
パ
ン

刑法犯

平成6年今金町

事件・事故発生状況

主主そ

グ〉

フ
レ
ソ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ン
フ
レ

y
ト
は
役
場
企
画
制
整

識
に
あ
り
ま
す
の
で
、
相
極
的
に
活

用
願
い
ま
す
。

平
成
六
年

平
成
五
年

地
柄E

難

五
#ド

{ヰニ

T;t， 

四

イ也

O 
件

f~' 

ムt
ムノ、

物 人 身

作|
i1d 死 発IJ> 

故 者 者 生

平成
i¥ 
ブし 八一 O 八 一ノ』、
ド| 名 :j?， イ4ニ 年

平成
7し
1L 九 1L 五
i'I♂ 名 名 伶 年

杭占 かt 山t 布世
tr.) 

O 
i成

交通事故
• • 

就学支度資金

公立8万円以内、私立36万円以内

-高校公立l万3千円以内、私立2万5千円以内

-大q:.公立3万5千円以内、私立4万4千円以内

就職支度資金

-専修公立2万4千円以内、私立2万4千円以内

9万円以内

修学資金(月初)

あ
な
た
の
血
液
型
は

Y

血
液
型
の
分
知
的
中
で
も
A
B
O

式
と
R
H
式
血
液
型
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

A
B
O
式
で
は
日
本
人
は
A
型
炉

拍
%
、
O
型
が
ぬ
%
.
B
刷
ム
が
初
%
、

A
B
型
が
叩
%
。

R
H
式
の
マ
イ
ナ

ス
は

0
・
5
%

こ
の
他
に
も
初
回
世
相
附
近
く
の
分
知

法
が
あ
り
、
す
べ
て
の
分
類
法
的
血

液
型
を
制
べ
た
場
合
、
一
卵
性
双
生

児
を
除
い
て
全
く
同
じ
血
液
型
の
人

は
世
界
に
一
人
も
い
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

数
あ
る
血
液
製
の
中
で
輸
血
同
時

に
重
視
し
て
い
る
の
は
A
B
O
式
と

R
H
式
で
、
献
血
手
帳
な
ど
に

こ
の

2
紐
類
的
血
液
型
が
記
録
さ
れ
る
の

は
そ
の
た
め
で
す
.

全
く
拠
な
っ
た
血
液
を
輸
血
す
れ

ば
輸
血
さ
れ
た
人
の
体
内
で
は
血
液

が
こ
わ
れ
、
強
い
矩
絶
反
応
を
お
こ

し
て
死
亡
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

副
作
用
が
最
も
早
く
現
れ
る
の
が
.

A
B
O
式
血
液
型
の
不
適
合
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
血
液
型
は
臓

器
移
組
を
し
た
ら
全
く
変
わ
っ
て
し 就業資金(月狐) 2万4千同以内

(運転免許など)

卒業後 6 ヶ月据え置きで利子は 3% ・ l~JJi日は

が必要です。必要お類そ町他鮮し くは町民相祉

**福祉係までお|問い合わせください。

現在、貸付を受けている方も引き続き手続き

遺

3年から20年以内。

官償
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
骨
髄
移
舶

を
し
た
と
き
な
ど
に
そ
ん
な
現
象
が

起
こ
り
ま
す
。
骨
髄
移
植
は
白
血
球

型
が
一
致
し
て
い
さ
え
す
れ
ば
他
の

胤
液
型
が
あ
わ
な
く
て
も
移
柏
が
可

能
で
す
。

A
B
O
式
な
ど
の
赤
血
球
型
の
血

液
型
は
白
髄
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
、
こ
の
た
め
移
植
後
2
ヶ
月
も

す
る
と
、
完
全
に
提
供
者
向
血
液
型

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

き
て
、
あ
な
た
の
血
液
型
は
何
型

で
す
か
?
病
院
で
検
査
を
受
け
た
り
、

献
血
を
す
る
な
ど
し
て
正
仰
な
胤
液

型
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
ね
。

{
町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
}

1
 
1
 
1
 
〔



や令令や令令
1月末現主

(耐月片比)

(-2 ) 

(-2 ) 

( 0) 

(ー 1) 

7，459人

3，600人

3，859人

2，554世帯

人口

男

女

世帯数

E②0221 

2 ⑤5011 

2⑦3021 

2 ②0221 

E③5011 

3月の休日当番匿
金)(今今金町国保病院5日

(北宇宙山)道南ロイヤノレ柄院12日

棚)

金)

(北柏山)

(i，頼

(今

ド克

今金町国保病院

遊間ロイヤノレ病院

医崎柑19日

21日

26日

(時見さん長女) f~IJ .:it~ 

(実 、zyj);!:LZ
(時i九 2列)新丘新興

ドトマ
(立 さん 2女)ンケ y

( :}!&filJ ~Á 2 Y3) I昭和IB町

1月18日F可古1¥

h 寸可，守、-
} 

~・....

1月23日

2月 3日

2月 3日

A
J
 

シ』てめお
‘
司

Jょ

e

、t
A

九

e

じ

叫悠
叫
五
十

'犬

e
知

ε
仁

ん

μ
剛

叫幹
陸
士
山

叫謙

たお図

柴田

夫il3

川崎

2月 5日

固いつ までもお Lあわせに

予告凶 手11博さん(八卦 )~平尾智恵な(師、 111 手iiiíj)

先月号で紹介 し た小品英也~，d fH栄町 )-成日 1 J;~ -f 五

(市栄町)は成田百合子五町駅りでしたので訂正して j;

蛇びいたします固

和

町

旧

代

受

町

前

図

町

河

布

引

制

升

町

川

十制
改

附

怖

は

目

立

利

時

舟

広

利

日

制

m

w

釦

八

川

市
南
山
川
町
即
盟
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官 2級ボイラー技師の受験資格を付与するボイラー実

平成 7年 4月9・16' 23日

函館教育会館 (中島町 2番 8号)

会只 1万 2千円、非会只 1万 4干同

学生 7千円、テキスト料2千阿

3・4その他、詳細については日本ボイラー協会函館文

部 (~0138-22-3337 ) 又は役場商工観光線まで

古玉掛技能講習

とき平成7年 3月18日

(三井手ー十)

平成 7年 3月19日

(学科、実技)

函館地区トラ yク研修センター (西村}

舵町555番32号)

3 受講料 14方 4千 4百円(テキスト代含む)

出その他、詳細については函館労働基i!'ith!，会 ( ~0138

22-3337)文は役場商工観光課1まで

古小型移動式クレーン運転技能講習

き 平成 7年 3月24・25・26日の3日IlIJ

函館地区トラ ~ 7研修センタ (西枯

綬555帯32号)

3方向(免除科目になり誕なリます)

テキス卜代 1干 7百円

※その他、前副11については函館労働基準協会(宮0138

22-3337)又は役場開工観光課まで
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